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造り酒屋の 
ひとり娘に生まれて

　福島県の造り酒屋の一人娘とし

て生まれ育った私ですが、両親を

含め、親戚からは一度も「造り酒

屋の後継ぎになれ」とは言われま

せんでした。そのため、逆に自分

自身未来をどう考えていいのかわ

からず、正直将来の進路に迷いを

感じていました。東大は入学して 

2年間教養学部で広く学んだのち

3年の進学時に専門を決められる

と知り受験しました。

　後継ぎになるつもりであれば農

学部に進学して日本酒を学ぶなり、

経済学部で経営や流通を勉強する

などいくつか選択する道はあった

はずですが、リベラルアーツを深

めたいと後期課程でも教養学部を

選びました。メディアに興味があ

ったのでテレビ局に入社します。

2つのテレビ局で計16年ほど記

者やディレクター等として勤務し

たのですが、 3人の子供を海外で

学ばせたくて夫の海外赴任に付き

添う形でテレビ局を退職。帰国後

はずっと専業主婦をしていまし

た。 

家業を事業にするために 
したこと

　実家は1895年に創業し、今で

は福島市唯一の造り酒屋です。 

かつては宿場町として栄えていた

地で旅籠を営んでいました。

「金水晶」という名前の由来です

か?　明治天皇が東北行幸で福島

を訪れた際、近くの水晶沢からの

湧き水を献上いたしました。お褒

めにあずかり「金明水」と名付け

られたそうです。私の曽祖父・初

代金次郎が日本酒造りを始めた際

は別の名前でしたが、お褒めにあ

ずかった「水晶沢の金明水」で造

った酒ということで「金水晶」と

命名されたと伝えられています。

　福島税務署管内に昭和30年代

は 7軒あった造り酒屋は、次々に

暖簾を下ろし、今では私ども1軒

だけになりました。父が高齢とな

り、東日本大震災も起きたため蔵

ります。

　いつか他大学の蔵元と「美酒早

慶戦」※のような飲み比べイベン

トを開催しても楽しいだろうなと

思っています。金水晶酒造店はこ

の1４年間全国新酒鑑評会で連続

入賞しています。近年は求人をし

なくても若い蔵人希望者が集まる

ようになりました。長男はまだ 5
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2015年 4月単身福島に戻って、

金水晶 4代目を継ぎましたが、ま

さに一からのスタートでした。最

初は父の仕事ぶりを見習っていた

のですが、自分流でやってきた父

の方法ゆえ、経営戦略はないに等

しくなかなかうまくはいきません。

私自身経営は素人でしたが、伝え

る仕事をしてきた報道記者の経験
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1988年東京大学教養学部卒。フジテレ
ビに入社し記者生活を送った後、福島テ
レビに転職しドキュメンタリー制作でギ
ャラクシー賞優秀賞受賞。夫の海外赴任
に伴い退職し、小 5、小 2、1歳半の子
供とともに渡米。1年後に帰国し専業主
婦となる。2015年、高齢の父の後継者
として地元福島に戻り 4代目蔵元となる。
2018年より金水晶酒造店代表取締役。

※早稲田大学と慶応義塾大学両校出身の蔵
元が自慢の酒を出品し、参加者が利き酒を
するチャリティー。

未来を見つめ
新たな時代を切り開く
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から、広報ならできると

気づきました。皆さんに

おいしいお酒だとわかっ

てもらうために、ラベル

デザイン、パッケージを

斬新に一新。SNSでも積

極的に情報発信を始め、

古い造り酒屋の良さが伝

わるよう変えていきまし

た。 

伝統を守りながら 
次世代に引き継ぐ

　社長を継いでからは新

しいネットワークにも恵

まれ、「東大蔵元会」のメンバー

になりました。社長が東大卒業生

の蔵元や、東大に縁のある蔵元が

10銘柄以上集まり、ホームカミ 

ングデイで利き酒会を主催してい

ます。コロナのためこの 2年開催

はできていませんが、大きな蔵元

の皆さんと話せる貴重な機会であ

り、それぞれの酒造りの思い、日

本酒への愛情などさまざまなお考

えを直接伺えました。ものづくり

に励む姿は、同じ酒造りをする人

間として勇気づけられ、新たな道

での同窓生の繋がりに感謝してお

代目の修行中ですが、経

営を学ぶため銀行を退職

し、大学院で経済学に取

り組んできます。

　心強いと思う反面、親

としては不安ですが、父

もまだまだ元気なので、

福島市に唯一残った造り

酒屋を誇りに、親子三代

で福島を盛り立てていき

ます。

　金水晶の酒造りのこだ

わりは、地元福島へのこ

だわり。これからも酒で

福島の良さが伝わるよう、

2019G20大阪サミットに提供された自慢
の大吟醸。全国新酒鑑評会金賞14回。ロ
ゴの▲と●は漢字の金水晶を表す。

4代目となって 7年。「日本酒はふるさとの誇りです」

皆さんにおいしい日本酒をお届け

したいと思います。

を閉じる方向で家族と話

をしていたのですが、父

の思いは違ったようです。

金水晶を愛してくださる

地元の人、人 が集まる

場所にはいつも金水晶の

酒があり、慣れ親しんだ

銘柄はいつまでも皆さん

の記憶に生きている、で

きれば続けたい。 「こん

な時こそ頑張らなければ

いけない」と。

　私自身葛藤しました

が、 「やはり福島の酒をな

くしてはいけない」と強

い思いが沸き、金水晶を

継ぐ決心をしました。夫

からは「いつか蔵を継ぐ

日がくると思っていた」

と言われましたね。


